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iは じ め に

側条施肥法は現在,冷害年のみならず高温年でも安定多

収技術として定着してきた。しかし本施肥法による初期生

育の良化を多収につなげるための追肥法,更に本施肥法が

最も効果を発揮すべき台地土の大規模水田 (コ ンバインー

稲わら鋤込み体系 )での確認が遅れていた。

本報では岩手県南部の高肥沃な沖積田と低肥沃な台地水

田でのササニシキについて,日標収量水準を600核 /10α

以上とし,上記の内容について検討 した。

用いた肥料はペース ト肥料と粒状配合肥料であるが,成

分濃度による両者の肥効差は小さいことが明らかにされて

いるので,本報では窒素施肥法に限定して報告する。

2 試 験 方 法

(1)試験年次及び圃場 :昭和59年 ,60年

県南分場 6号田 (8α )i褐 色低地土 (河岸低地 ),土

性CL,牛厩肥 12`/10`,ケイカル 120″ /10α 連年

施用,パインダーメ1り,稲わら搬出田,平年収量 587″ /10

α(5年平均 )

江刺市柏原現地 (322);黄 色重粘台地土 (村崎野段

丘 ),土性 LiC,コ ンバイン刈り,稲わら鋤込み田,平年

収量 510″ /10α (聴き取り )

●)供試品種,苗の種類 : ササニシキ,稚苗

13)栽培密度 : 208株 /″ (30× 16 ca)

0)基肥N施用量,及び施肥法 ;

県南分場 ; 59年度は全層N4,側条N32″ /10α ,

(粒配 8-15-10使用 ),60年度は全層,側条共N4″ /

1o α(粒配10-20-15使 用 )

現地 ; 59年度は全層N42(粒 配 〉+活着肥 14,側
条N45及 び55/10α (ペ ースト肥料10-lo-10),60

年度は全層N8,側条はN6と 上乗せN2″ /10● (何れ

も粒配 10-20-15使 用 )

15)追肥時期と量 ; -35日 ,-25日 ,-15日 のN2″ /

10α (NK化成 )を基本とし,60年度は更に■ 5日 の穂揃

い期追肥 (N21夕 /10α ,硫安 )を組み合わせた。

3 試験結果及び考察

表 1に は全調査地点36区の生育収量調査結果を示した。

県南分場の側条施肥は59年度 2割減肥,60年度は全層と同

量で実施した結果,59年度の方が側条施肥効果が明瞭に現

われた。また減肥 した場合の追肥は-25日 ,減肥 しない場

合は-15日 と+5日 の組み合わせの収量が高かった。60年

度の側条施肥区は全体に倒伏度が大きく, これが全層施肥

区で見られる様な追肥効果を不明瞭にした原因と考えられ

る。これより県南分場のような高肥沃沖積田の側条施肥で

は減肥による生育制御と早めの追肥対応が必要であった。

現地柏原の台地上での側条施肥は,59年はペースト肥料

で基肥量を変えて試験した結果,基肥量が多くても倒伏せ

ず更に-35日 と-15日 の 2回追肥が有効であった。このた

め60年度は基肥N量 6″ /10α で側条施肥し,更に全層N
2″ /10α との組み合わせも試験した。その結果側条施肥

の効果は沖積田よりも大きく,ま た沖積tBの ような減肥は

必要ないことが分かった。しかし追肥は沖積田と同様に一

25日が最高で、60年は更に■ 5日 追肥も効果があった。

これまで側条施肥で問題となっていた急激な葉色低下は

本試験内では認められず,特に台地上では全層区のほうが

基肥Nが多いにもかかわらず早期の葉色低下がみとめられ

た。現地では稲わらが運用されているため生わらによるN
の取り込みが全層施肥で特に大きく,側条施肥はその回避

に有効であるため沖積田より効果が大きかったと考える。

図 1は表 1の収量に対する各種要因効果を数量化 1類を

用いて解析した結果である。本試験条件での収量に対する

効果は-25日 追肥が最高で,年度,施肥法,+5日 追肥,

場所の1順となった。これより側条施肥における追肥の重要

性が判明した。なお+5日追肥は60年のみであるが,倒伏

抑制,登熟向上により増収に有効であった。

4  結    論

高肥沃沖積田と低肥沃台地田での側条施肥法及び追肥対

応を検討し,台地田での側条施肥効果が大きいこと,沖積

日では減肥の必要があること,そ して追肥は-25日 が最高

で,夏期高温年は+5日追肥組み合わせも有効である事が

分かった。
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